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モノクロルフェノール（P一クロルフエノrル）の分解度試験成績報告書

試験期間

試　料　名

分　子　式

構　造　式

昭和55年5月8日～昭和55年7月19日

モノクロノレフェノトヲレ〔P一クロノレフェノ→レ）

　　　　　　　　　　（試料煮K－561C）

C6HsOC皇一

　　　　〇H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舌伽
　　　性状　融点：41℃，醐腹：アルコ→レ》叩わレム等に湯浴

　　　　　　　　沸、点：　220℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用）

1灘卜一…一嫉ゆ一一

　　　試料醸：100ppm汚泥濃度：50ppm試験期司：2週間

　51　試験装鷺

　　　　酸素消費」：自動測定機

　52　酸素消費量測定

　　　　5．1の記録による

　55　生分解試験後の直接定量法

　　（巳）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計，ガスクロマトグラフ検出器∬11）

5　試験方法及び条件

　　分析試料の前処理
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　　　　　　　　　　　　　　　！IG　C試料ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　」L一一＿一一』．こ認一；』一

　　分析条件

　　全有機炭素分析計（To　c計）

　　　流速　TC回路　200皿／血n一

　　　温度　TC炉　　900℃

　　ガスクロマトグラ7〔GC）検出器　FエD

　　　キャリアガス　　N2

　　　充てん剤　20％P週G20吻ロモソルフTAW＋2％H3PO4

　　　ガラスカラム　　2傭／×1皿

　　　カラム温度　　160℃
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4．試験結果
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G　C　による結果 1．7 3 2

5 備　　考

試料の採取

　5000Pエm水溶液10皿を、水及ぴ基礎培養液290mlにそれ

ぞれ加えて試験液とした。
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水系　6．5

汚泥系　ZO

終了時　　汚泥系では汚泥が黒ずみ変色していた。

「’

体系ω
　

1汚泥系　丘9
1

以 上


